
　

関
東
平
野
の
北
部
。筑
波
山
の
近
く
の
、

霞
ヶ
浦
に
面
し
た
ま
ち
。
そ
れ
が
石
岡
市

で
す
。

　

小
学
生
の
時
、
初
め
て
見
た
地
図
帳
で

「
石
岡
」
の
名
前
を
見
つ
け
た
私
は
、
自

分
の
ま
ち
が
大
き
な
ま
ち
だ
と
分
か
り
、

誇
ら
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
ど
こ
へ
行
っ

て
も
、
胸
を
張
っ
て
「
石
岡
か
ら
来
ま
し

た
」
と
言
う
私
に
、
誰
も
が
「
あ
あ
、
石

岡
ね
」
と
分
か
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
昭
和

30
年
代
後
半
の
こ
と
で
す
。

　

そ
れ
が
、
今
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
石
岡

を
「
つ
く
ば
市
と
水
戸
市
の
間
に
あ
る
ま

ち
」と
説
明
し
て
も
、「
初
め
て
聞
く
名
前
」

「
ど
ん
な
ま
ち
か
知
ら
な
い
」
と
い
う
反

応
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

ご
存
じ
の
と
お
り
、
石
岡
は
古
く
か
ら

常
陸
国
の
中
心
地
で
あ
り
、
明
治
期
に
は

水
戸
に
次
ぐ
県
内
第
２
の
商
都
で
し
た
。

「
山
根
地
方
」
と
呼
ば
れ
た
八
郷
地
区
も
、

評
判
の
高
い
農
作
物
で
知
ら
れ
る
、
豊
か

で
活
気
の
あ
る
地
域
で
し
た
。

　

し
か
し
今
、
商
店
街
や
住
宅
地
、
各
集

落
な
ど
、
い
ず
れ
の
地
域
に
も
少
子
高
齢

化
の
波
が
押
し
寄
せ
、
活
気
と
賑
わ
い
は

往
時
と
比
べ
よ
う
も
あ
り
ま
せ
ん
。
地
方

の
衰
退
が
全
国
的
な
現
象
と
は
い
え
、
石

岡
の
落
差
は
決
し
て
小
さ
い
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

県
南
の
市
で
比
べ
る
と
、
人
口
減
少
率

は
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
。
年
齢
層
を
見
て
も
若

い
人
の
構
成
比
が
低
く
、
高
齢
者
の
ま
ち

へ
の
階
段
を
着
実
に
登
っ
て
い
ま
す
。

　

人
口
分
析
や
都
市
の
成
長
性
と
い
っ
た

観
点
で
石
岡
市
を
見
る
と
、
期
待
度
は
高

く
な
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
幸

い
に
し
て
石
岡
市
に
は
、
ほ
か
の
ま
ち
に

は
な
い
連
綿
と
し
た
歴
史
と
文
化
、
豊
か

な
自
然
、
そ
し
て
感
性
溢
れ
る
人
材
が
存

在
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
、
石

岡
市
の
地
域
資
源
と
い
え
る
と
思
い
ま
す

が
、
こ
れ
ら
の
中
か
ら
時
代
に
即
し
た
素

材
を
磨
き
上
げ
、
活
用
し
て
い
く
こ
と
こ

そ
が
、
地
域
活
性
化
の
方
策
の
一
つ
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

私
が
ま
ち
づ
く
り
の
旗
印
に
掲
げ
て
い

る
「
ふ
る
さ
と
再
生
」
に
は
、
一
定
の
時

間
が
必
要
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
多
く

の
市
民
、
特
に
子
ど
も
た
ち
が
胸
を
張
っ

て
石
岡
市
の
こ
と
を
語
れ
る
日
が
来
た
と

き
、そ
れ
が
私
の
描
く
「
ふ
る
さ
と
再
生
」

が
達
成
し
た
日
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
予
算
は
、
そ
の
日
へ
向
け
て

踏
み
出
す
第
一
歩
で
す
。
私
は
そ
の
歩
み

を
、
市
民
と
手
を
取
り
合
い
、
大
き
く
確

か
な
も
の
に
し
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

私
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
思
い
が
、
予
算

を
通
し
て
皆
様
に
伝
わ
る
こ
と
を
、
心
か

ら
願
っ
て
い
ま
す
。

予算特集
平成26年度
石岡市

４月１日号
別 冊

26
年

～ふるさと再生への思い～ 石岡市長  今泉 文彦
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小
中
学
校
空
調
整
備
事
業 

５
億
８
８
２
６
万
円

放
課
後
子
ど
も
教
室
事
業

１
２
２
万
円

学
校
施
設
の
耐
震
化

７
０
６
３
万
円

　

子
ど
も
た
ち
が
豊
か
な
心
と
生
き
る

力
、
確
か
な
学
力
を
身
に
つ
け
ら
れ
る
よ

う
学
習
環
境
を
整
え
る
と
と
も
に
、
地
域

の
皆
さ
ん
と
連
携
し
、
子
ど
も
た
ち
が
い

き
い
き
と
学
べ
る
学
校
づ
く
り
に
取
り
組

み
ま
す
。

　

ま
ず
今
年
度
、
す
べ
て
の
小
学
校
の
普

通
教
室
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
す
る
と
と
も

に
、
来
年
度
、
中
学
校
の
普
通
教
室
に
導

入
す
る
た
め
の
準
備
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
ま
で
の
児
童
ク
ラ
ブ
（
平
日

の
放
課
後
に
全
小
学
校
で
実
施
中
）
に
加

え
、
今
年
度
か
ら
土
曜
日
に
子
ど
も
た
ち

が
集
ま
れ
る
「
子
ど
も
教
室
」
を
開
校
し
、

学
習
や
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
活
動
の
場
を
提

供
し
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
を
守
る
た
め
の
学
校
耐
震

化
工
事
は
、
今
年
度
、
三
村
小
・
林
小
・

石
岡
中
の
３
校
で
実
施
。
来
年
度
中
に
は
、

市
内
全
校
の
工
事
が
完
了
し
ま
す
。

医
療
福
祉
費
単
独
事
業

５
４
７
３
万
円

小
学
校
入
学
祝
い
品
給
付
事
業

９
６
０
万
円

子
育
て
世
帯
・
新
婚
世
帯
へ
の

家
賃
助
成

９
７
０
万
円

企業誘致プロジェクト
若い人たちが石岡に住み続けられるように

安心・安全プロジェクト
東日本大震災から３年余。震災の教訓を生かた防災への取り組み

生涯現役プロジェクト
豊かな経験と知識を生かして地域社会の活性を

　

子
ど
も
た
ち
を
健
や
か
に
育
む
た
め
に

は
、何
よ
り
保
護
者
の
愛
情
が
大
切
で
す
。

そ
ん
な
皆
さ
ん
を
応
援
す
る
た
め
、
市
は

安
心
し
て
生
み
育
て
ら
れ
る
環
境
づ
く
り

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
医
療
費
に
つ
い
て
は
、

今
ま
で
の
対
象
年
齢
を
拡
大
。
通
院
や
薬

の
費
用
に
つ
い
て
は
０
歳
か
ら
小
学
６
年

生
ま
で
、
入
院
に
つ
い
て
は
中
学
３
年
生

ま
で
助
成
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
来
年
４
月
に
小
学
校
へ
入
学
す

る
子
ど
も
た
ち
か
ら
、
ラ
ン
ド
セ
ル
の
給

付
を
開
始
。
保
護
者
の
経
済
的
負
担
を
軽

減
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
就
学
前
の
子
ど
も
が
い
る
世

帯
が
市
外
か
ら
転
入
し
た
場
合
と
新
婚
の

家
庭
に
は
、
家
賃
の
一
部
を
助
成
。
こ
れ

を
広
く
周
知
す
る
こ
と
で
、
市
の
居
住
人

口
の
増
加
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

防
災
無
線
整
備
事
業

３
億
４
４
５
３
万
円

災
害
に
強
い
庁
舎
の
検
討

６
５
４
６
万
円

　

東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
生
か
し
、
ま

た
、
台
風
や
集
中
豪
雨
な
ど
、
近
年
多
発

し
て
い
る
自
然
災
害
に
備
え
る
た
め
、
防

災
の
取
り
組
み
は
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

災
害
発
生
時
や
発
生
の
恐
れ
が
あ
る
と

き
、
市
民
の
安
全
を
確
保
す
る
上
で
大
切

な
の
は
、
正
確
な
情
報
を
迅
速
に
伝
達
す

る
こ
と
で
す
。
市
で
は
い
ま
、
全
域
に
情

報
を
伝
達
で
き
る
防
災
行
政
無
線
を
整
備

し
て
い
ま
す
。
必
要
な
情
報
を
瞬
時
に
、

一
斉
に
伝
達
で
き
る
よ
う
、
今
年
度
も
石

岡
地
区
の
各
所
に
ス
ピ
ー
カ
ー
（
屋
外
拡

声
子
局
）
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
放
送

が
聞
こ
え
な
い
地
域
や
土
砂
災
害
警
戒
区

域
へ
は
戸
別
受
信
機
を
設
置
し
て
い
き
ま

す
。

　

ま
た
震
災
で
被
災
し
、
大
部
分
が
使
用

不
能
と
な
っ
て
い
る
市
庁
舎
は
、
防
災
拠

点
と
し
て
の
機
能
、
よ
り
良
い
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
、
効
率
的
な
行
政
運
営
が
で

き
る
よ
う
な
新
た
な
庁
舎
建
設
を
目
指
し

ま
す
。

　

若
い
人
た
ち
に
石
岡
へ
住
ん
で
も
ら
う

た
め
に
は
、
働
く
場
所
の
確
保
が
必
要
で

す
。
そ
の
た
め
、
市
で
は
石
岡
の
地
理
的

に
優
れ
た
点
（
鉄
道
や
高
速
道
路
が
整
備

さ
れ
て
い
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
空
港
や

港
湾
と
の
行
き
来
も
容
易
な
こ
と
な
ど
）

や
実
施
し
て
い
る
優
遇
制
度
を
周
知
し
、

石
岡
へ
の
進
出
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

市
内
に
事
業
所
を
新
設
ま
た
は
増
設
し
、

市
内
定
住
の
従
業
員
を
５
人
（
中
小
企
業

者
は
３
人
）
以
上
新
た
に
雇
用
し
た
場
合
、

一
人
に
つ
き
10
万
円
の
助
成
金
を
最
大
３

年
間
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
常
磐
線
の
東
京
駅
乗
り
入
れ
な

ど
、
利
便
性
を
さ
ら
に
高
め
る
取
り
組
み

も
進
め
て
い
ま
す
。

生
涯
現
役

プ
ラ
チ
ナ
応
援
事
業

３
８
９
万
円

い
き
い
き
活
動
事
業

16
万
円

　

長
寿
社
会
の
到
来
に
よ
っ
て
、
高
齢
者

の
人
口
比
率
は
増
え
続
け
て
い
ま
す
。
市

で
は
、
高
齢
者
が
培
っ
て
き
た
豊
か
な
知

識
や
経
験
を
地
域
社
会
の
活
性
化
に
生
か

し
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
健
康
を
維
持
し
、

い
つ
ま
で
も
生
き
が
い
を
持
っ
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

ま
ず
、
高
齢
者
の
社
会
参
画
や
社
会
貢

献
活
動
の
き
っ
か
け
を
つ
く
る
た
め
、
健

康
教
室
や
講
座
、
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体

操
な
ど
、
対
象
と
な
る
事
業
に
参
加
し
た

場
合
に
ポ
イ
ン
ト
を
差
し
上
げ
、
貯
ま
っ

た
ポ
イ
ン
ト
を
施
設
利
用
券
な
ど
の
景
品

と
交
換
で
き
る
取
り
組
み
を
始
め
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
の
閉
じ
こ
も
り
を
な
く

す
た
め
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等
を
通
じ

て
介
護
予
防
や
仲
間
づ
く
り
の
機
会
を
提

供
し
、
体
と
心
の
健
康
維
持
を
図
り
ま
す
。

子育て支援プロジェクト
子どもを健やかに育てるために

教育環境充実プロジェクト
教育の充実は、石岡のより良い未来をつくる

1

2

3

4

5

企
業
誘
致

雇
用
促
進
奨
励
補
助
事
業

３
４
０
万
円

２　３

　石岡市は、10 年間の長期的な将来構想「かがやきプラン」と市長任期
に連動した４年間の行動計画「ふるさと再生プラン」（2 月策定）に基づ
いて市政を運営しています。
　
　石岡市を帆船、市政運営を航海に例えるなら、いま私たちは「かがやき
ビジョン」という海図、「ふるさと再生」プランという羅針盤を手に、港
を出港したところです。いっぱいに風をはらみ、私たちを力強く運んでく
れる帆は、これからご紹介する９つの「ふるさと再生プロジェクト」
　目指す島は「誰もが いきいきと暮らし 輝くまち いしおか」です。
　
　市政の各施策をリードし、推進する「９つの帆」についてお知らせします。

高齢者の介護予防を目的としたシルバーリ
ハビリ体操教室

新入生にランドセルを無料で給付

市内小学校にエアコンを設置

石岡地区に設置中の防災行政無線

企業誘致を推進する柏原工業団地



協 働 の ま ち づ く り行 財 政 改 革 の 推 進
　少子高齢化が進む今、行政の力だけでまちづくりを
行うことはできません。市民に現状と課題を理解して
もらい、ともに考え、ともにまちづくりを進めて行く
ことが必要です。そのため、市民と市長によるタウン
ミーティング（対話集会）を開催し、まちづくりにつ
いて考え、それを反映して行く環境をつくります。

　少子高齢化や人口減少社会の到来などにより、社会保障
への支出の増加、市税収入の減少などの問題が生じていま
す。公共サービスへの需要も高度化・多様化している中で、
市民に期待される行政サービスを行い「ふるさと再生」を
実現するため、市は今年度「行財政改革大綱」を策定しま
す。策定に当たっては、市民とともに考え、広く意見を聞
きながら、基本方針や重点的に実施する事項を定めます。

９ つ の 帆 を 支 え る 2 つ の 柱

農
力
ア
ッ
プ
推
進
事
業

２
１
７
万
円

新
規
就
農
者
支
援
対
策
経
費

２
８
２
０
万
円

筑
波
山
地
域

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
事
業

１
０
０
万
円

　

石
岡
市
に
は
、
豊
か
な
自
然
や
歴
史
・

文
化
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
地
域
資
源
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
私
た
ち
が
当
た
り
前
の

よ
う
に
見
過
ご
し
て
い
る
も
の
の
中
に

も
、
た
く
さ
ん
の
人
の
興
味
を
引
く
も
の

が
隠
れ
て
い
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
こ
の

よ
う
な
地
域
資
源
を
見
つ
け
た
り
、
市
内

外
に
発
信
す
る
こ
と
で
、
市
民
が
誇
り
に

思
え
る
、
魅
力
的
な
ま
ち
を
つ
く
っ
て
行

き
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
い
ま
石
岡
市
で
は
、

近
隣
の
自
治
体
と
連
携
し
、筑
波
山
や
霞
ヶ

浦
周
辺
の
地
質
・
自
然
環
境
・
歴
史
文
化

を
結
び
つ
け
る
こ
と
で
、
日
本
ジ
オ
パ
ー

ク
（
※
）
の
認
定
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
貴
重
な
歴
史
遺
産
を
ま
ち
づ
く

り
に
生
か
す
取
り
組
み
と
し
て
、
陣
屋
門

を
昔
あ
っ
た
場
所
の
近
く
に
移
設
し
、
生

き
た
文
化
財
と
し
て
観
光
振
興
に
活
用
し

ま
す
。

農林業振興プロジェクト
農作物の加工や販売でさらなる飛躍を

地域の魅力アッププロジェクト
地域資源を生かして、誇りに思える魅力的なまち

観光・交流促進プロジェクト
観光需要の多様化に対応する

中心市街地活性化プロジェクト
県内第２の商都だったころの賑わいを

　

全
国
有
数
の
農
業
県
で
あ
る
茨
城
。
そ
の

中
で
、
石
岡
市
の
農
業
は
、
梨
や
柿
な
ど
の

生
産
で
大
き
な
生
産
量
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
他
の
農
畜
産
物
も
、
そ
の
品

質
が
首
都
圏
で
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
農
業
を
応
援
し
、
さ
ら
な
る
飛

躍
に
つ
な
げ
る
た
め
、
市
で
は
農
作
物
の
加

工
や
販
売
な
ど
へ
の
展
開
（
い
わ
ゆ
る
６
次

産
業
化
）
を
図
っ
て
行
き
ま
す
。

　

ま
た
、
新
し
い
品
種
や
人
気
の
品
種
へ
の

植
え
替
え
を
す
す
め
た
り
、
新
し
い
技
術
や

施
設
の
導
入
、
そ
し
て
果
樹
や
有
機
野
菜

な
ど
の
特
産
品
を
リ
ー
ド
す
る
ブ
ラ
ン
ド

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
市
内
各

所
に
あ
る
直
売
所
の
魅
力
ア
ッ
プ
に
も
取

り
組
み
、生
産
と
販
売
の
向
上
は
も
ち
ろ
ん
、

農
業
を
通
じ
て
市
の
知
名
度
を
高
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
新
し
く
農
林
業
を
始
め
よ
う

と
す
る
人
た
ち
を
応
援
す
る
た
め
、
給
付

金
を
交
付
し
た
り
、
農
業
指
導
か
ら
定
住

ま
で
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
行
き
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
よ
う
な
人
が
空
き
家
を
借
り
る
場
合
、

改
修
を
行
う
借
主
・
貸
主
に
助
成
を
行
い
、

農
業
人
口
の
維
持
、
そ
し
て
増
加
に
つ
な
げ

て
行
き
ま
す
。

石
岡
駅
周
辺
整
備
事
業

８
億
８
５
８
７
万
円

中
心
市
街
地
活
性
化
事
業

１
７
１
９
万
円

　

今
年
、「
ひ
な
巡
り
」
と
合
わ
せ
て
開
催

し
た
写
真
展
「
看
板
建
築
と
石
岡
の
町
並

み
」
は
、
約
１
千
人
の
来
場
者
を
集
め
ま

し
た
。
明
治
期
か
ら
昭
和
30
年
代
の
、
中

心
市
街
地
が
最
も
輝
い
て
い
た
時
代
の
写

真
は
、
多
く
の
方
に
、
石
岡
が
県
内
第
２

の
商
都
だ
っ
た
こ
と
を
改
め
て
印
象
づ
け

ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災
の
影
響
で
空
き

店
舗
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
は
い
ま
す

が
、
今
年
度
も
新
規
出
店
者
へ
の
支
援
や

ま
ち
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
市
民

と
と
も
に
ま
ち
づ
く
り
へ
の
機
運
を
盛
り

上
げ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
工
事
を
進
め
て
い
る
石
岡

駅
周
辺
整
備
事
業
で
は
、
駅
の
東
西
を
結

ぶ
自
由
通
路
の
整
備
や
、
周
辺
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
（
道
の
段
差
な
ど
、
障
が
い
者

や
高
齢
者
の
生
活
に
不
便
な
要
素
を
取
り

除
こ
う
と
す
る
も
の
）
を
行
い
、
中
心
市

街
地
の
賑
わ
い
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

積
極
的
な
観
光
振
興

１
３
８
８
万
円

観
光
振
興
計
画
の
見
直
し

３
０
０
万
円

観
光
情
報
誌
の
発
行

６
６
４
万
円

　

朝
日
ト
ン
ネ
ル
が
開
通
し
て
か
ら
、
フ

ル
ー
ツ
ラ
イ
ン
沿
線
を
中
心
に
、
石
岡
へ

観
光
に
訪
れ
る
方
が
増
え
て
い
ま
す
。
一

方
、
観
光
需
要
の
多
様
化
な
ど
に
対
応
す

る
た
め
、
観
光
へ
の
考
え
方
を
見
直
す
必

要
も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
訪
れ
た
方
に
い
っ
そ
う
満
足

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
茨
城
県
フ
ラ
ワ
ー

パ
ー
ク
内
を
ゆ
う
ゆ
う
と
巡
れ
る
園
内
周

遊
車
を
導
入
し
ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
に
あ
る
観
光
資
源
を
生
か

し
、
周
遊
や
体
験
観
光
の
メ
ニ
ュ
ー
を
考

え
る
と
と
も
に
、
近
隣
市
町
村
と
広
域
観

光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
た
め
、
観

光
振
興
計
画
を
見
直
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
市
の
観
光
Ｐ
Ｒ
や
情
報
発
信
、

案
内
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
民
間
企
業
と

連
携
し
て
、
観
光
情
報
誌
を
編
集
、
発
行

し
ま
す
。

(

※)

ジ
オ
は
地
球
や
大
地
、
パ
ー
ク
は

公
園
。「
大
地
の
公
園
」
と
も
呼
ば
れ
る
。

貴
重
な
地
質
や
地
域
の
自
然
・
文
化
な
ど

が
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
委
員
会
に
認
定
さ
れ

る
と
、
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
加
盟
で
き
る
。
平
成
25
年
12
月
現
在
、

33
の
地
域
が
認
定
さ
れ
て
い
る
。

6

7

8

9

４　５

定期的に都内で市の農産物を販売朝日トンネルの開通後、地元の食材にこだ
わったレストランが開店 

小学校でのジオパーク授業 ＪＲ石岡駅 東口からの鳥瞰（イメージ）

今年度から本格始動する
タウンミーティング▶

◀市と地域住民、各種
の団体の協働事業でバ
ス専用道路にアジサイ
の苗を植樹を実施

▲新採研修の様子

市役所での手続
きをサポートす
る総合窓口▼



源

主

源

依

財

存

一般会計

収 入
財

自

予
算
総
額
２
８
９
億
円

　

市
は
、
今
年
度
の
一
般
会
計
予
算
を
昨
年
度

と
比
べ
２
億
５
０
０
０
万
円
の
増
額
と
し
ま
し

た
。
新
斎
場
の
建
設
が
終
わ
っ
た
石
岡
地
方
斎

場
組
合
負
担
金
な
ど
が
減
額
に
な
っ
た
一
方
、

市
の
持
続
的
発
展
に
つ
な
が
る
施
策
と
し
て
、

ふ
る
さ
と
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
各
事
業
な
ど

に
積
極
的
な
予
算
づ
け
を
行
っ
た
こ
と
が
主
な

要
因
で
す
。

　

こ
れ
ら
に
充
て
る
財
源
の
う
ち
、
最
も
大

き
な
市
税
に
つ
い
て
は
、
固
定
資
産
税
を

１
３
０
０
万
円
の
減
収
、
市
町
村
た
ば
こ
税
を

１
億
１
１
０
０
万
円
の
減
収
、
都
市
計
画
税
を

１
３
０
０
万
円
の
減
収
と
見
込
ん
だ
も
の
の
、

法
人
市
民
税
に
つ
い
て
は
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
効

果
な
ど
で
１
億
８
１
０
０
万
円
の
増
収
と
見
込

み
、
市
税
全
体
で
は
５
５
０
０
万
円
の
増
収
と

し
ま
し
た
。

　

な
お
、
下
の
グ
ラ
フ
に
あ
る
入
湯
税
は
や

さ
と
温
泉
ゆ
り
の
郷
か

ら
の
収
入
で
、
今
年
度
、

約
17
万
８
０
０
０
人
の

来
場
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。

　

社
会
保
障
に
支
出
す
る
「
扶
助
費
」
は
、
昨
年
度
よ

り
４
６
０
０
万
円
の
減
額
と
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
児

童
手
当
受
給
者
の
人
数
を
実
績
に
照
ら
し
て
精
査
し
、

減
額
と
し
た
こ
と
な
ど
が
要
因
で
す
。

　

市
職
員
の「
人
件
費
」は
、昨
年
度
よ
り
２
億
６
２
０
０
万

円
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
市
職
員
数
（
一

般
会
計
分
）
が
、
昨
年
の
５
９
６
人
（
消
防
職
員
を
含

む
）か
ら
20
人
減
っ
た
こ
と
が
最
も
大
き
な
要
因
で
す
。

　

市
の
さ
ま
ざ
ま
な
業
務
遂
行
に
要
す
る
「
物
件
費
」

は
、
昨
年
よ
り
８
８
０
０
万
円
増
額
と
し
ま
し
た
。
最

も
大
き
な
要
因
は
、
プ
レ
ハ
ブ
の
仮
設
庁
舎
を
リ
ー
ス

す
る
経
費
５
７
０
０
万
円
の
計
上
で
す
。

　
「
普
通
建
設
事
業
」
は
、
昨
年
度
よ
り
４
億
４
３
０
０
万

円
の
増
額
と
し
ま
し
た
。
小
学
校
へ
エ
ア
コ
ン
を
整
備

す
る
経
費
５
億
７
９
０
０
万
円
や
、
現
在
整
備
を
進
め

て
い
る
駅
前
東
ノ
辻
線
や
上
林
上
曽
線
、
貝
地
高
浜
線

の
用
地
購
入
費
な
ど
、
合
併
市
町
村
幹
線
道
路
緊
急
整

備
支
援
事
業
の
２
億
３
３
０
０
万
円
の
増
額
が
大
き
な

要
因
で
す
。

◆収入◆

市税…私たちが納めた市への税金です。市民税や固定資産
税、軽自動車税、市たばこ税、都市計画税などです。
分担金及び負担金…市特定の事業の財源として、その事業
により利益を受ける個人や団体が支払うものです。保育所
運営負担金や児童クラブ保護者負担金などです。
使用料及び手数料…使用料は、市の施設などを使用・利用
した方が支払うもので、市営住宅や運動公園、公民館など
の使用料です。
寄附金…ふるさとづくり寄附など、個人や団体が市へ寄附
したお金です。
繰入金…一般会計、特別会計、基金などの間で行うお金の

移動のことで、他の会計からの繰入れのほか、基金を取り
崩して繰入れる場合もあります。
諸収入…他の科目に含まれない収入をまとめたものです。
市税などの延滞金などです。
地方交付税…すべての地方公共団体が、一定水準のサービ
スを提供できるように国から交付される税です。
国庫支出金…国が使途を特定して地方公共団体に交付する
支出金です。
市債…市が国や民間金融機関などから長期的に借り入れる
資金のことです。市では、将来の財政負担が大きくならな
いよう計画的に借り入れを行っています。

支
　
出

性 

質 

別 

グ 

ラ 

フ

支　出 目 的 別 グ ラ フ

議会費（1.0%）　
2 億 8,403 万 4 千円

民生費（34.2%）　
98億8,046万2千円

衛生費（6.6%）　
19億2,437万5千円

労働費（0.1% 未満）
177 万 5千円 農林水産業費（4.0%）

11億4,441万4千円
商工費（2.0%）　

5億 9,156 万4千円

土木費（15.0%）　
43億2,629万円

消防費（6.1%）
17億5,664万9千円

教育費（11.4%）　
32億8,656万4千円

諸支出金（0.2%）
5,166万2千円

公債費（10.6%）　
30億7,549万1千円

災害復旧費（0.1%未満）
6千円

予備費（0.1%）
3,000万円

◆性質別分類◆　市の経費を、経済的性質に着目して分類

したもので、大きく分けて義務的経費・投資的経費・その

他の経費に分類されます。さらにその中で、人件費・物件

費・維持補修費・扶助費・普通建設事業費・公債費などに

分類されます。

扶助費…生活保護費、児童手当、老人福祉費など
人件費…職員の給与や共済費、議会議員の報酬など
物件費…消費的性質を持つ経費で、委託料や賃借料など
普通建設事業費…道路、学校、公園など各種公共施設の新
増設事業など
補助費等…各種団体への助成金や一部事務組合への負担金
など

◆目的別分類◆　経費を達成しようとする行政目的に応じ

て区分したものです。

総務費…市組織の運営、徴税、戸籍、統計、選挙など
民生費…児童・高齢者・障がい者福祉、生活保護など
衛生費…母子保健、廃棄物処理、公害対策など
労働費…労働者福祉・支援などの経費
農林水産業費…農業振興、林業振興など
商工費…商工業振興、観光振興など
土木費…道路、公園、市営住宅などの整備や維持補修など
消防費…火災、風水害、地震などから市民を守る経費
教育費…学校教育、生涯学習、文化・スポーツ振興など
公債費…借り入れた市債の元金の返済や利子の支払いなど

平成　　年度 予算特集26

市税
97億2,125万9千円

（33.6%）

  繰入金（3.6%）
    10億 2,882万7千円

諸収入（2.3%）
   6 億 7,186 万円

分担金及び負担金（1.4%）
　　   3 億 9,113 万円

繰越金 3 億円（1.0%）
使用料及び手数料 

                    2 億 6,245 万 5 千円
財産収入　  2,126 万 2千円
寄付金　      1,000 万 8千円  （計 1.0%）

地方交付税
60億7,916万8千円

（21.0%）

国庫支出金（14.5%）
41億 9,981万9千円

市債（10.6%）
30 億 7,280 万円

県支出金（6.1%）
17 億 4,451 万 2 千円

地方消費税交付金（2.8%）
8 億円

地方譲与税（1.4%）
4 億 400 万円

ゴルフ場利用税交付金　　5,700 万円
自動車取得税交付金　　　4,800 万円
地方特例交付金　　　　　2,940 万円
配当割交付金　　　　　　2,500 万円
利子割交付金　　　　　　1,920 万円
交通安全対策特別交付金　1,200 万円
株式等譲渡所得割交付金　   230 万円（計 0.7%）

扶助費
56億3,833 万3千円

（19.5%）

人件費
51億2,273 万8千円

（17.7%）

物件費　
39億6,129 万2千円

（13.7%）

繰出金　
35億2,258 万2千円

（12.2%）

普通建設事業費　
38億7,870 万5千円

（13.4%）

補助費等　
31億8,810万5千円

（11.0%）

維持補修費（1.3%）　
3 億 6,695 万 3 千円

一般会計

支 出

貸付金　　6,162 万 8 千円
積立金　　5,166 万 2 千円
投資・出資金　　300 万円
災害復旧費  　          6 千円
予備費　 　　　3,000 万円
　　　　　　    　（計 0.5%）

総務費（8.8%）　
25億4,671万4千円

収　入 性 質 別 グ ラ フ

収　入 市税の内訳

都市計画税（4.8%）
4 億 6,576 万 1 千円

軽自動車税（1.7%）
1 億 6,172 万 1 千円

公債費（10.7%）　
30億7,499 万6 千円

一般会計
 支出

億円289

一般会計
 収入

億円289

一
般
会
計

用
語
の
説
明

６７

固定資産税（44.8%）
43 億 5,672 万 1 千円

個人住民税（34.9%）
33 億 9,674 万 2 千円

法人住民税（7.9%）
7 億 6,790 万 8 千円

市町村たばこ税（5.6%）
5 億 4,566 万 1 千円

入湯税（0.3%）
2,674 万 5 千円



収入

支出 収入

支出

　

石
岡
市
に
は
、
６
・
７
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
た

一
般
会
計
の
ほ
か
に
、10
の
特
別
会
計
が
あ
り
ま
す
。

　

特
別
会
計
に
は
、
法
律
の
規
定
に
基
づ
い
て
設
け

て
い
る
も
の
と
、
収
支
を
一
般
会
計
と
分
け
て
経
理

◉ 簡易水道事業特別会計

5 億 6,983 万 5 千円（51.8％）
　三村地区（一部を除く）へ、
生活用水などを供給していま
す。現在、28 年度の湖北水道
企業団との統合に向け、配水管
を整備しています。
◉ 駐車場特別会計

2,040 万 2 千円（△ 4.6％）
　石岡駅周辺の駐車場の維持管
理を行っています。
◉ 農業集落排水事業特別会計

3 億 1,016 万 6 千円（△ 19.6％）
　出し山、関川、東成井、石岡
西部の各地区施設の維持管理
や、恋瀬地区の整備事業などを
行います。
◉ 霊園事業特別会計

1,539 万 5 千円（△ 14.4％）
　龍神山と半ノ木の市営霊園の
維持管理を行っています。
◉ 介護サービス事業特別会計

2 億 8,927 万円（1.4％）
　特別養護老人ホーム「のぞみ」
の運営に要する経費や、包括支
援センターが行う介護予防支援
に係る経費です。
◉ 後期高齢者医療特別会計

7 億 1,000 万 8 千円（2.7％）
　75 歳以上の人と、65 歳以上
で一定の障がいがある人は、医
療の給付を受けられます。制度
の運営は茨城県後期高齢者医療
広域連合が行い、市は保険料の
徴収や窓口業務を行っています。
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その他の特別会計

◉ 水道事業会計

9 億 7,305 万 5 千円（16.7％）
＊収益的・資本的支出の合計
　八郷地区の水道用水の供給、
水道事業の計画と工事、水道料
金の徴収などを行っています。

62億8,149万3千円（△ 0.8%）介護保険特別会計

　介護保険は、費用の半分を市と国・県、もう半分を
被保険者が負担する仕組みになっています。市はこの
お金を、被保険者が受けた介護や支援のサービスに応
じ、その事業者へ支払っています。

　国民健康保険税
　23億34 万2千円

   　　　　　（24.8%）

国・県の補助（32.8%）
　30億3,590万5千円

国・県以外の補助（34.3%）
31億7,332万4千円

一般会計繰入金（7.3%）
6億7,242 万6千円

その他（0.8%）
7,212 万円

総務費（1.9%）
1億 7,288万1千円

支援金・納付金・拠出金等
28億4,799 万円

（30.8%）

保健事業費・その他
１億5,871万5千円

（1.7%）

下水道事業特別会計 22億3,170 万5千円（△ 3.2%）

　下水道事業は、整備区域内に土地を所有する人などの
受益者負担金や実際に使用した人の使用料のほか、一般
会計からの繰入金によって管理運営を行っています。

受益者負担金・使用料等
　6億2,607万4千円

   　　　　　（28.1%）

その他
1億6,442 万6千円

（7.4%）

一般会計繰入金
13億4,010 万5千円

（60.0%）

国・県の補助（4.5%）　
　　1億110 万円

ポンプ・管きょ維持管理
5億1,206万2千円

（22.9%）

予備費（0.1%）
250万円

公債費
13億1,889万2千円

（59.1%）

下水道整備事業（17.9%）
　3億9,825 万1千円

国民健康保険特別会計 92億5,411万7千円（△1.9%）

　国民健康保険は、加入者からの保険税や国・県など
からの補助によって、医療費への補助などを行う制度
です。これにより、加入者の皆さんは安心して病院な
どの医療機関にかかることができます。

※（　）内は、前年度比です。

保険料（65歳以上）
　12億2,036万4千円
   　　　　　（19.4%）

保険料（40 ～ 65歳）
　17億4,069万1千円
   　　　　　（27.7%）

国・県の補助（36.9%）
　23億2,046万7千円

一般会計繰入金
9億9,594万7千円
　　　　（15.9%）

その他（0.1%）
402万 4千円

保険給付費
　59億6,795万円

（95.0%）

総務費・その他
　2億3,614万6千円

（3.8%）

地域支援事業
　7,739万7千円

（1.2%）

平成　　年度 予算特集

収入支出

保険給付費
60 億7,453 万1千円

（65.6%）
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８◆問い合わせ　財政課　☎ 43-1111（内線 1353）
※予算案の詳しい内容は、市のホームページで確認できます。
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